
上林暁作品目録（上林暁文学館）

№ 見出し 作品名 年月日 分類 全集 掲載資料1 掲載資料2 掲載資料3 掲載資料4 掲載資料5 掲載資料6 掲載資料7 掲載資料8 掲載資料9 掲載資料10 掲載資料11 掲載資料12 掲載資料13 掲載資料14 掲載資料15 掲載資料16 掲載資料17 掲載資料18 掲載資料19 掲載資料20 掲載資料21 掲載資料22 掲載資料23 掲載資料24 掲載資料25 備考
1 さ 最近の読書 16
2 最近の文藝雑誌から 16 文学の歓びと苦しみについて
3 財産整理 14 不断の花
4 歳時記 14
5 最初の稿料 15 幸徳秋水の甥
6 犀星さんの「春の寺」 15 幸徳秋水の甥
7 歳旦日記 19
8 齊藤謙太郎の思ひ出 14
9 探訪 14
10 歳末記 14

歳末随筆（一） ー ツェッペリン飛行船と黙想
歳末随筆（二） ー ツェッペリン飛行船と黙想

11 佐岡の一本松 15 草餅
12 榊山潤「年月」 18

阪本君を惜しむ ー ツェッペリン飛行船と黙想
13 坂本龍馬 15
14 相良次郎氏譚「文学の連続性」 16
15 酒匂郁也君を憶ふ 14 不断の花 故郷の本箱
16 先附小切手 17
17 作者の用意と批評家の不用意 18 風車1930.2月号
18 作品管見 16
19 「作品」の魅力 19 作品第61号
20 櫻貝 11 新選現代日本文学全集８（上林暁全集） 「姫鏡臺」（角川文庫） 「創作代表選集19」（日本文芸家協会編）
21 酒を運ぶ部屋 8
22 酒解禁 15 文と本と旅
23 酒断ち 19
24 酒なき人生 15
25 酒の戒め 10 入社試験
26 酒の卒業生は語る 15 文と本と旅
27 酒のこと 15
28 酒わすれ 15 文と本と旅
29 作家會合風景 14
30 作家生活 16 文学開眼
31 作家生活瑣談 14 不断の花

作家と親不孝 ー ツェッペリン飛行船と黙想
32 作家と窮乏 16 文学の歓びと苦しみについて
33 作家と信仰 18
34 作家の感想 16
35 作家の心 14
36 作家の心情 16 文学開眼
37 作家の生死をめぐって 16
38 作家のなげき 18
39 作家の場合 16
40 作家の晩年 15 故郷の本箱
41 作家論の擡頭 16

作品の首 ー ツェッペリン飛行船と黙想
42 雑誌「四人」 16
43 里見弴氏の作風 16
44 砂漠の勇者 19
45 寂しい新人特輯 18
46 淋しき足跡 9 「上林暁集」（市民文庫）（山本健吉編）
47 座右の書 15 文と本と旅 故郷の本箱

ザリガニ ー ツェッペリン飛行船と黙想
48 猿飼の小松さん 11
49 猿橋 4 夏暦
50 山氣 14 文と本と旅
51 山峡一夜 5 晩春日記
52 山歸來 19 すばる1980.1月号
53 散花 4 夏暦
54 三十年一昔 ｓ32.10月60号 11 春の坂 別冊文藝春秋
55 三人姉妹 10 珍客名簿 新選現代日本文学全集８（上林暁全集）

56 残念 14
57 三ノ嶽追想 15
58 三宝寺池 15
59 三宝寺池清遊 14
60 散歩者 3 野 紅い花 紅い花
61 し 思案の辻 14
62 詩歌の類ひなど 19
63 ジイド断想 16
64 ジイドと藤村の場合 16 文学の歓びと苦しみについて
65 椎の実拾い 14 不断の花 土佐　我がふるさとの・・・・・・
66 Ｇペン 14
67 紫雲丸 15
68 鹽鮭 19
69 自畫像 14
70 四月 15 幸徳秋水の甥

志賀直哉 ー ツェッペリン飛行船と黙想
71 志賀直哉小論 16 文学開眼
72 志賀直哉「八手の花」 18

色紙 ー ツェッペリン飛行船と黙想
73 時局と文学の二潮流 16 文学の歓びと苦しみについて
74 自己を語る 16
75 四国路 5 晩春日記 土佐　我がふるさとの・・・・・・ 新選現代日本文学全集８（上林暁全集） 昭和文学全集9（上林暁・外村繁）

76 四国遍路の文学 s33.3月 15 南風第16号
77 仕事 14
78 仕事の秘密 14
79 仕事部屋 14

仕事部屋通い ー ツェッペリン飛行船と黙想
80 仕事部屋附近 ｓ35.6月 12 白い屋形船 別冊文藝春秋
81 仕事部屋附近 15
82 仕事前の散歩 19
83 自己に即して 16 小説を書きながらの感想
84 自作自解「野」 16

自作自解（一） 春夏秋冬創刊春の号
自作自解（二） 春夏秋冬1960夏の号
自作自解（三）「薔薇盗人」 春夏秋冬1960秋の号
自作自解（四）「二閑人交游図」 春夏秋冬1961春の号
自作自解（六）「ちちははの記」 春夏秋冬1962夏の号
自作自解（七）「春の坂」 春夏秋冬1962秋冬の号
自作自解（八）「諷詠詩人」 春夏秋冬1963春夏の号

85 自作の映画化 19
86 死者の聲 6 死者の聲 新選現代日本文学全集８（上林暁全集） 「日本文学全集52」（上林暁・木山捷平集）
87 私小説を解明する 16 文と本と旅
88 私小説家の立場 16
89 私小説作品の受賞 16 新潮s36.3月号
90 私小説作家の印象 15
91 私小説作家の感想 18
92 私小説作法 16 文と本と旅 「文章講座4」（創作方法一）
93 私小説私観 16 小説を書きながらの感想
94 私小説十年 18
95 私小説のありやうに就いて 18
96 私小説の運命 16 「文藝評論年鑑昭和23年度」
97 私小説の厳しさについて 18
98 私小説の新意義 16 文学の歓びと苦しみについて
99 私小説の道 18
100 私小説論議 16 小説を書きながらの感想
101 子女教育 8
102 詩人先生 3
103 私信―「年輪」を読みて 18
104 詩人の境涯 16 小説を書きながらの感想
105 詩人の誇り 16
106 自炊記 19
107 市中隠栖 ｓ35.1月 12 迷い子札 群像
108 実作家の手記 19

質疑応答 ー ツェッペリン飛行船と黙想
109 失敗談 4 明月記
110 執筆余話 14
111 死と少女 ｓ29.2月 10 御目の雫 群像
112 支那料理店ピノチオにて 14 不断の花
113 シネマ・パレスにて 14
114 渋柿を齧る少年 1
115 渋谷百貨店と弁慶橋 15 草餅

自分に言ひ聞かせる言葉 ー ツェッペリン飛行船と黙想
116 自分の本 14
117 自分の街 9
118 自分を書くことについて 19
119 島木健作「出発まで」 16 文学の歓びと苦しみについて

島崎藤村 ー ツェッペリン飛行船と黙想
120 島崎藤村を悼む 14
121 縞帳 5 嬬戀ひ 土佐　我がふるさとの・・・・・
122 四万十川幻想 ｓ46.12月 13 朱色の卵 「文学選集37」（日本文芸家協会編） 現代短編名作選9（1969-1973）（日本文芸家協会編・講談社文庫）高知県昭和期小説名作集７上林暁 展望s46.12月号 展望
123 四万十川の歌 15 幸徳秋水の甥
124 四万十川の舟遊び s32.8月 15 南風第15号
125 四万十川べりの宿 11
126 じまん話 17 「よみうりどうわ9」（読売少年新聞部編）

〆切哲学 ー ツェッペリン飛行船と黙想

127 四面館騒動 ｓ33.9月 11 御目の雫 小新説潮
128 下ノ関漫談会 19
129 ジャアナリズムについて 16 文学の歓びと苦しみについて
130 弱小作家 16 文学開眼
131 襯衣の歌 17
132 朱色の卵 ｓ46.1月号 13 朱色の卵 「筑摩現代文学大系30」（瀧井孝作・上林暁編） 新潮s46.1月号 新潮
133 十一月の小説 18
134 十一谷義三郎論 16
135 秀英舎の思ひ出 19
136 十月の創作 18 風車1930.11月号
137 十五年度文藝界の決算 18
138 秀才 19
139 秋日抄 14 不断の花
140 十姉妹死す 15
141 蒐集 1
142 ジュースと赤電話 19
143 終戦後時代 15
144 終戦の年 15
145 終戦六年 18
146 秋窓放言 18
147 十二月八日を前に 18
148 十年前二十年前 19
149 十四年目の春 15
150 宿命と獨創 16
151 主治医 15 草餅
152 受賞者の言葉 18
153 受賞の言葉 15 幸徳秋水の甥
154 述懐 8 入社試験
155 出郷關 6
156 出世作の前後 15
157 出版界の不況と作家生活 18
158 酒徒ざんげ 6 晩夏楼
159 巡囘工作班 15 草餅
160 純粋への郷愁 16 ちちははの記 小説を書きながらの感想
161 春泥 17 武蔵野
162 春橙 1
163 純文学のために 16 文学の歓びと苦しみについて
164 春蘭 15 土佐　我がふるさとの・・・・・・
165 唱歌 4 夏暦

「城外の人」 ー ツェッペリン飛行船と黙想
166 城ヶ島便り ｓ36.3月 12 白い屋形船 文学散歩
167 正月以来 14
168 将棋盤に題す 19
169 将棋名人戦 15
170 将棋名人戦見物 15

城下 土佐　我がふるさと・・・・・
城下町（新京橋・鏡川・日曜市・追
手筋・築屋敷・五台山・朝倉兵営）

- 土佐　我がふるさと・・・・・

172 少女 3 悲歌
173 少女 7
174 小説を書きながらの感想 16 小説を書きながらの感想
175 小説をめぐって 18
176 小説青年社・その後 ｓ38.4月 12 諷詠詩人 文藝春秋
177 小説における虚と真 18
178 小説の映画化と作家の良心 18
179 小説の映画化について 18
180 小説の面白さに就き 16
181 小説の私と実生活の私 18
182 小説の題について（明月記後書） - 明月記
183 省線電車 19 セルパン十月号（昭和6年10月1日）
184 正倉院御物拜観 14 不断の花
185 消息 s15.12月号 随筆 19 日本談義 上林暁研究第五号
186 小庭記 14 不断の花 春夏秋冬1963秋冬の号
187 書店宛の手紙（珍客名簿後記） - 珍客名簿
188 成道寺の梨 19
189 小便小僧 4 夏暦 聖ヨハネ病院にて 昭和文学全集9（上林暁・外村繁） 「日本文学全集33」（瀧井孝作・尾崎一雄・上林暁） 「日本の文学52」（尾崎一雄・外村繁・上林暁） 「現代日本文学大系65」（井伏鱒二・上林暁集） 「日本文学全集52」（上林暁・木山捷平集） 「幼年」（第二輯） 「中学生全集68」（現代名作選） 「小便小僧・聖ヨハネ病院にて」（現代日本名作選）

190 将来ある男 15
191 昭和五年後半期の藝術派 16
192 昭和十四年文壇の印象 18
193 女戒 6 嬬戀ひ 聖書とアドルム
194 初夏郷愁 14
195 諸国名物 15 文と本と旅
196 女子乗馬隊 17
197 女中お目見得 14
198 書道塾 15
199 初冬の気分 15
200 書のこと 15
201 書評について 18
202 除幕式 15 草餅
203 庶民歳末 15
204 署名帖 14 不断の花
205 女優一色久子 15 草餅
206 女流畫家 ｓ36.1月 12 白い屋形船 ツェッペリン飛行船と黙想 小説中央公論
207 ジョン・クレアの詩集 ｓ44.7月号 13 ジョン・クレアの詩集 「筑摩現代文学大系30」（瀧井孝作・上林暁編） 新潮s44.7月号 新潮
208 白い紫陽花 17
209 白い屋形船 ｓ38.8月 12 白い屋形船 「日本短篇文学全集27」（瀧井孝作・上林暁・外村繁集） 「カラー版日本文学全集31」（尾崎一雄・上林暁・永井龍男集） 「現代日本文学大系65」（井伏鱒二・上林暁集） 「日本文学全集52」（上林暁・木山捷平集） 「筑摩現代文学大系30」（瀧井孝作・上林暁編） 高知県昭和期小説名作集７上林暁 聖ヨハネ病院にて　大懺悔 白い屋形船・ブロンズの首 新潮s38.8月号 新潮
210 白雀 19 草餅
211 皺 15 草餅
212 師走の心 14
213 「新科学的」の思ひ出 19
214 心機一転 17
215 心境的映画館 14
216 「神曲」が三冊揃ふ店 15 文と本と旅
217 新婚正月 ｓ45.2月号 13 朱色の卵 文芸s45.2月号 文藝
218 新参記者の日記 14
219 真実と奇警と 19
220 新宿 19
221 新春閑眠 15
222 新人作家を拾ふ 18
223 新人の印象 18
224 新人の足跡 16 文学開眼



上林暁作品目録（上林暁文学館）

225 新人の不幸 18
226 深大寺の森 15 草餅
227 新体制に面して 16 小説を書きながらの感想
228 身體髪膚 3 野
229 新潮と私 15
230 新年同人雑誌の創作短評 18
231 新年の客 ｓ36.1月 12 迷ひ子札 新潮s36.1月号 新潮
232 真の達人 15 幸徳秋水の甥
233 新文学と舊文学 18
234 新文化の建設について 16 文学の歓びと苦しみについて
235 新穀感謝 - 土佐　我がふるさとの・・・・・・
236 新聞雑感 16
237 身辺二題 14
238 人命の尊重 18
239 辛辣なる作家について 16 文学の歓びと苦しみについて
240 新暦と旧暦 18
241 新浪漫主義文学への要望 16
242 新ロマンチシズムについて 16 文学開眼
243 す 水郷の旅 s27.12月号 15 日本談義 文と本と旅
244 炊事 14
245 酔態三昧 8 禁酒宣言
246 水天宮附近 1
247 スエ―デンの国 17
248 好きな言葉 14
249 好きな作品・嫌ひな作品 16
250 過ぎゆきの歌 11 過ぎゆきの歌 新選現代日本文学全集８（上林暁全集） 昭和文学全集9（上林暁・外村繁）

スクリーンの私 ー ツェッペリン飛行船と黙想
251 スケッチ・ブック 6 死者の聲 新選現代日本文学全集８（上林暁全集）

252 すずり箱 15 幸徳秋水の甥
鮨 ー ツェッペリン飛行船と黙想

253 スタジオ見学記 15
254 スタンダールの傲岸 16
255 ステッキ卒業 19
256 素話 7 開運の願
257 角力 15
258 せ 生活力 19
259 生家にて ｓ37.1月 12 諷詠詩人 新潮s37.1月号 新潮
260 税金 14
261 制作に関する一つの覚悟 19
262 政治的関心について 16
263 青春自畫像 8 入社試験 新選現代日本文学全集８（上林暁全集） 「現代文学大系31」（瀧井孝作・尾崎一雄・上林暁集） 「日本文学全集52」（上林暁・木山捷平集） 「上林暁集」（市民文庫）（山本健吉編） 星を撒いた街
264 青春について 16 小説を書きながらの感想
265 青春の銀座 15
266 青春やつれ 17

生者すら賑やかす況んや死者をや ー ツェッペリン飛行船と黙想
267 聖書とアドルム 8 聖書とアドルム
268 精神病院の思ひ出 19
269 清福 6 晩夏楼
270 生命を瞶める 15
271 聖ヨハネ病院再訪 10 新選現代日本文学全集８（上林暁全集） 「姫鏡臺」（角川文庫） 武蔵野
272 聖ヨハネ病院にて 5 晩春日記 聖ヨハネ病院にて 病妻物語 昭和文学全集53（昭和短編集） 現代日本文学全集40（瀧井孝作・尾崎一雄・外村繁・上林暁） 昭和文学全集9（上林暁・外村繁） 「日本文学全集33」（瀧井孝作・尾崎一雄・上林暁） 「現代文学大系31」（瀧井孝作・尾崎一雄・上林暁集） 「現代文学大系31」（瀧井孝作・尾崎一雄・上林暁集） 「日本現代文学全集84」（上林暁・外村繁・川崎長太郎集） 「日本短篇文学全集27」（瀧井孝作・上林暁・外村繁集） 「カラー版日本文学全集31」（尾崎一雄・上林暁・永井龍男集） 「日本の文学52」（尾崎一雄・外村繁・上林暁） 「現代日本文学大系65」（井伏鱒二・上林暁集） 「日本文学全集52」（上林暁・木山捷平集） 「筑摩現代文学大系30」（瀧井孝作・上林暁編） 「戦後十年名作選集」（第二集）（臼井吉見編・ｶｯﾊﾟﾌﾞｯｸｽ） 「小便小僧・聖ヨハネ病院にて」（現代日本名作選） 「世界短篇文学全集17」（日本編） 「日本青春文学名作選23」 「聖ヨハネ病院にて」―病妻物語全篇―」（角川文庫） 「年刊創作傑作集第一輯」（日本文芸協会編） 「現代日本文学選集第六巻」（日本ペンクラブ編）高知県昭和期小説名作集７上林暁 聖ヨハネ病院にて　大懺悔

273 晴朗なる文学 18
274 関口君を憶ふ 15 関口良雄さんを憶う
275 雪安居 7 開運の願
276 説教聴聞 10 過ぎゆきの歌 新選現代日本文学全集８（上林暁全集）

277 石鹸の倫理 18
278 絶食の季節 ｓ33.3月 11 春の坂 新選現代日本文学全集８（上林暁全集） 群像
279 節度ある文学 16 小説を書きながらの感想
280 節分 14
281 銭は神 7

全快祝ひ ー ツェッペリン飛行船と黙想
282 一九三七年の小説界 16 文学開眼
283 選挙挿話 19

戦後の小説ベスト５ ー ツェッペリン飛行船と黙想
284 全集について 15 草餅 群像s41.10月号
285 戦時下の讀書 16
286 戦時中の文学論 16
287 浅春 15
288 先祖祭 14 不断の花
289 洗濯 14
290 栴檀 15
291 先輩森本治吉さん 15
292 餞別 19

一九四九年活躍した作家と有望新人 ー ツェッペリン飛行船と黙想
293 そ 争議電車の中の童貞尼 17
294 創作衝動について 18
295 創作の秘密 18
296 創作余話 16

掃除 ー ツェッペリン飛行船と黙想
297 相州下曽我の風景 15 文と本と旅
298 早春雑筆 14
299 早春日記 19 群像s40.6月号
300 双生児 15 草餅
301 漱石と五高 15
302 早朝のテレビ 15 草餅
303 俗流との闘ひ 16
304 卒業期 ｓ50.5月号 13 極楽寺門前 新潮s50.5月号 新潮
305 卒業式の季節 19 草餅
306 「其面影」 15 幸徳秋水の甥 文芸s44.11月号
307 染井アパート 8

尊者 ー ツェッペリン飛行船と黙想
308 村夫子 3 悲歌


